
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 市民の幸福感の現況 
■市内中学 2 年生を対象に実施した、幸せに関するアンケート結果の紹介（抜粋） 

■20 歳以上の市民を対象に実施した市民意識調査のうち、幸福感に関する調査結果の紹介（抜粋） 

田原 『幸せづくり』 PLAN（案） 概要  

5 ＰＬＡＮ推進のために 

■プランの進捗評価、見直し、推進についての説明 

2 市民と行政の目標と役割分担 

■行政のまちづくりの目標に「市民の幸せづくり」を掲げるに至った社会的背景の説明 

■最終目標イメージ まちづくりの理念の紹介 

■目標達成のイメージ 市民幸福度指標の説明 

■市民と行政の役割分担のイメージの説明 

3 行政の取り組み 

■環境づくりの目標イメージと目標指標 

 ・目標イメージ「田原市民が幸福を追求できる環境」を整えること ・・・ 目標指標「幸せな環境指標」 

 ・目標イメージ「幸せではないと感じている市民」を減らしていくこと ・・・ 目標指標「みんなで笑顔指標」 

■行政各部署の取り組み目標の紹介 

■職員一人ひとりの取り組み目標の一部紹介 

■取り組みをもっと進めるために 

 ・職員の幸せ体験を増やす取り組み 

 ・幸せづくりが広がっていくために（意識啓発） 

4 市民の取り組み 

■自分自身の幸せの実現に向けて 

 ・自分自身の幸せの実現に向けた取り組み  

・・・ 自分自身の幸せづくりの目標指標「意識の広まり指標」、「行動の広まり指標」 

■大切な人や周りの人の幸福感の向上に向けて 

 ・大切な人や周りの人の幸せを高める取り組み 

・・・ 大切な人たちへの幸せづくり目標指標「意識の広まり指標」、「行動の広まり指標」 

● ＰＬＡＮ骨子 

行政の取り組み 市民の取り組み

● 田原市民が幸福を追求できる環境の整備と、

幸せではないと感じている人を減らすため、全部

署・全職員で市民の幸せづくりを進める 

● 市民と行政職員に幸せづくりの取り組みを広め

るための意識啓発や進捗評価、プランの見直し

をする 

●職員の幸せ体験を増やす取り組みを進める 

● 自分の幸せとはなにかを考え、その実現に向

けて努力する 

● 仕事や活動、普段の生活などを通じて、だれ

にどのような幸せをつくり出すことができるかを

考え、その取り組みを増やしていく 

● 地域や企業も同様に、自分達になにができる

のかを考え、地域住民の結びつきを強めるため

の取り組みや、働きやすい環境づくりをする 

● 取り組みの体系イメージ 

≪まちづくりの理念≫ みんなが幸福を実現できるまち 

市民の役割行政の役割

● 市民が幸せを追求するために最低限必

要となる環境を整えていくこと 

※田原市民が幸福を追求できる環境 

● 自分自身の幸せの実現を目指すこと 

主役である「市民」の幸せづくりをサポート 

● 幸せではないと感じている市民を減らすこと 

● 大切な人や周りの人（家族・友人・同

僚・近所の人など）の幸せを高めること

協働 

理念の達成に向けた市民と行政の役割分担 

役割に基づく 

取り組み 

取り組みを通じて 

理念の達成を目指す

● 指標の体系イメージ 

個々の指標の達成により、  

市民幸福度指標の達成を目指す 

≪市民幸福度指標≫ 「自分自身の幸せの程度」の評価点数の平均値(0～10 点評価) 

H25 年度 6.9 点 → H34 年度 8.0 点 市民意識調査 ＋ 中学生アンケート

行政の目標指標

● 幸せな環境指標・・・「田原市民が幸福を追 

求できる環境」を整えるための目標と進捗評価 

● みんなで笑顔指標・・・「幸せではないと感じ

ている人」を減らすための目標と進捗評価 

市民の目標指標

● 自分自身の幸せづくり目標指標・・・「意識の

広まり指標」「行動の広まり指標」の目標と進

捗評価 

● 大切な人たちへの幸せづくり目標指標・・・「意

識の広まり指標」「行動の広まり指標」の目

標と進捗評価 


